



































































































































































































































機能的要素 説 明 使用される言語表現・内容（例）
きりだし
































































































































































それでは失礼します 取り急ぎ 敬具 では，
また お忙しいところすみませんでした それ
では，ご自愛のほどお祈り申し上げます
日付 差出日の表示 平成21年4月29日 2009年11月3日

















































































宛名*** 69人 90.8%18人 27.7%
冒頭の挨拶* 51人 67.1%32人 49.2%
自己紹介 46人 60.5%36人 55.4%
話題提示 76人 100.0%65人 100.0%
状況説明
現在の行為 7人 9.2%13人 20.0%
言い訳 76人 100.0%65人 100.0%
意向表明* 70人 92.1%65人 100.0%
確認 状況確認 1人 1.3% 0人 0.0%
理解の促し
直接依頼 23人 30.3%16人 24.6%
間接依頼 0人 0.0% 2人 3.1%
伺い 1人 1.3% 0人 0.0%
対人配慮
無理・責任承認*23人 30.3%33人 50.8%
謝罪 60人 78.9%49人 75.4%
前置き 25人 32.9%14人 21.5%
謝礼*** 25人 32.9% 4人 6.2%
好意的反応* 7人 9.2% 0人 0.0%
共感** 29人 38.2% 8人 12.3%
気配り 1人 1.3% 2人 3.1%
関係維持 26人 34.2%25人 38.5%
代案提示 8人 10.5% 4人 6.2%
締めくくり
最後の挨拶 10人 13.2% 3人 4.6%
日付 7人 9.2% 1人 1.5%
署名** 51人 67.1%25人 38.5%
返信期待 2人 2.6% 0人 0.0%



































































































































































宛名 2人 2.6% 0人 0.0%
冒頭の挨拶***18人 23.7% 1人 1.5%
自己紹介 0人 0.0% 0人 0.0%
話題提示 6人 7.9% 3人 4.6%
状況説明
現在の行為 1人 1.3% 0人 0.0%
言い訳*** 23人 30.3% 3人 4.6%
意向表明 4人 5.3% 6人 9.2%
確認 状況確認 0人 0.0% 0人 0.0%
理解の促し
直接依頼 1人 1.3% 0人 0.0%
間接依頼 0人 0.0% 0人 0.0%
伺い 0人 0.0% 0人 0.0%
対人配慮
無理・責任承認* 0人 0.0% 4人 6.2%
謝罪** 10人 13.2% 0人 0.0%
前置き 0人 0.0% 2人 3.1%
謝礼 0人 0.0% 0人 0.0%
好意的反応 3人 3.9% 0人 0.0%
共感* 7人 9.2% 0人 0.0%
気配り 0人 0.0% 0人 0.0%
関係維持 3人 3.9% 1人 1.5%
代案提示* 6人 7.9% 0人 0.0%
締めくくり
最後の挨拶 4人 5.3% 0人 0.0%
日付 0人 0.0% 0人 0.0%
署名 0人 0.0% 0人 0.0%
返信期待 0人 0.0% 0人 0.0%
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注
1）調査は，外国人留学生を対象に行ったが，調査
校はいずれも中国人留学生の在籍者数が最も多
く，収集したデータの約5割が中国人留学生の
データだった。留学生に限らず，日本に在住す
る外国人の中で中国出身者の占める割合は高く，
中国人学習者の傾向を知ることは，教材開発の
上でも重要である。そこで，まず中国人留学生
のデータから分析を始めることにした。
2）意味公式は，「発話行為を分析する際の単位」
（藤森，1994：5）とされている。
3）熊谷・篠崎（2006）は，依頼場面における発話
データを「相手に対する働きかけの機能を担う
最小部分と考える単位に分割」（p.22）し，その
単位を「機能的要素」とし，「個々の機能的要素
を，依頼の言語行動においてどのような役割を
担っているかという観点からグループにまとめ
たもの」（p.22）を「コミュニケーション機能」
としている。
4）学部の正規生として1年次に在籍している外国
人学生。独立行政法人日本学生支援機構が実施
する日本留学試験を受験した上で，各大学が実
施する私費外国人留学生入学試験を経て，入学
するケースが多い。
5）Cohenのκ係数は，2人で行った分類の一致度
を示す。κの値が1に近いほど評定者の分類は
一致していることを表す（Howitt＆ Cramer,
2003）。本研究では，3人の評定者の一致を見
るため，評定者を2人ずつ組み合わせて，水本
（n.d.）の計算方法により，κ係数を計算した。
6）例えば「また機会がありましたらよろしくお願
いいたします。」を［関係維持］とするか，［直
接依頼］とするかのように，どの部分に注目す
るかによって，3人の判定が異なる場合があっ
た。また，中国人留学生のメールについては，
日本語の語彙・文法上の誤用があり，学生が書
こうとした内容がはっきりしないために，3人
の判定が異なる場合もあった。
7）生駒・志村（1993）では，日本語母語話者と英
語母語話者を対象に行った談話完成テストの分
析結果から，「日本人は中途終了文を使うことに
より直接的な断りを避け，地位が上の人に失礼
にならないように気を付けているのだが，学習
者はそうしない傾向にあり，それだけに地位が
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上の人から失礼だと思われる可能性がある」
（p.47）と示されている。
8）簗・大木・小松（2005）では，日本語母語話者
による断りの Eメールを分析した結果として
「会話と違いEメールの場合は〈断り〉を明記す
ることが多い」（p.98）ことが報告されている。
9）Kumagai（1993）では，日米のドラマ・映画の
シナリオに見られる謝罪のやりとりを比較し，
全体に，責任表明は日本人に，説明はアメリカ
人に多く見られるという傾向が報告されている。
付記
本稿は，ICJLE2011日本語教育世界大会（2011
年8月21日）の口頭発表「断りのEメールの分析－
日本人大学生と中国人留学生の比較－」に基づく。
（2013年4月30日受付）
（2013年7月10日受理）
中国人留学生と日本人大学生の断りのEメールの比較
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